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2月14日～ 3月13日
八 女 観 光 案 内 所  ☎ 22-6644八 女 観 光 案 内 所  ☎ 22-6644

会
期

会
場八女市福島地区一帯八女市福島地区一帯 お問い合わせお問い合わせ

イベントのご案内
◆八女伝統工芸館
■組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）
　実演・販売
　2月14日（日）10：00～16：00
■和工房　山藤花（さんとうか）
　 ●古布縮緬のお雛様たち〈期間中〉
　 ●古布縮緬を使った「羽子板雛」作り教室
  2月20日（土）・2月28日（日）13：30～16：30 
　 定員 各日 各10名（定員になり次第締め切ります）
　 参加料3,800円（受講料・材料代込み）
　 持参物　裁縫道具
■手もみ茶実演（体験）
　 福岡県八女茶手もみ技術研究会
 3月6日（日）10：00～16：00

◆八女民俗資料館（八女伝統工芸館別館）

　 ●園児の雛かざり
　 八女市内の保育園児
　 まつり期間中　9：00～17：00

◆おりなす八女  小ホール&桜カフェ
  ●ひなマルシェ
 2月27日（土）11：00～16：00

◆堺屋
　 ●あなたもお雛様に変身
　  （受付：13:00～16:00）
 3月5日（土）・6日（日）（参加費：500円）
 まつりのオープニングで女雛が着用した
　衣裳を身に着け記念写真
　 ●癒やしの竹ランプ（広重恒雄）
  まつり期間中の土・日曜  10：00～16：00

◆八女公園
  ●「願い雛」（八女弁みくじ）※ぼんぼりまつり流し雛
 2月21日（日）・28日（日）　12：00～14：30

◆白壁の町並み界隈
  ●白壁路上ライブ
 3月6日（日）　10：00～12:00（路上ライブ）
　　　　　　　 13：00～17:00（ポケットパーク）

◆横町町家交流館
  ●八女のおひな様たち展
 2月11日（木）～3月21日（月）　10：00～17：00
  ●抹茶席（交流館中庭）
 3月5日（土）・6日（日）　10：00～（参加費：200円）

◆福島八幡宮
  ●おひな様供養祭
 3月12日（土）　14：00～（11：00～12：00受付）
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野鳥ウォッチング　⑬　　ヤマドリ（オス）
　キジ科であるヤマドリ、
世界中で日本にしかいな
い鳥です。
　オスは尾が長く赤みの
強い褐色です。山道で見
かけることがありキジ位
の大きさです。
　冬期は冬イチゴを食べ
て過ごします。
　矢部村　栗原　浩暢

●癌
　癌は英語では Cancer（キャンサー）、独
語では Krebs（クレブス）といい、いずれ
も “ 蟹 ” を意味します。このことは、古代
の人々が癌のことを蟹の甲のように硬いも
のだと考えたからであり、日本の外科学の
開祖である華岡青洲も「岩」という字を当てています。
　この癌を一言でいうのは難しいのですが、あえていうと「癌とは、統
制を失った異常な細胞増殖のこと」となります。それが病気なのかと不
思議に思われるかもしれませんが、秩序を失った細胞が一方的に増える
ことは人体にとって脅威であり、有害なことです。
　一般に人間の細胞は常に分裂を繰り返して増えていきます。生まれた
ときは小さな赤ちゃんであったのが次第に大きくなっていくのは細胞が
分裂して増えていくからです。しかし、この増え方は一定のコントロー
ルの下に抑制されています。勿論、個人によって多少の違いはあります
が、背丈はこれくらい、鼻や耳の大きさはこれくらいと、遺伝子の情報
どおりにつくられていきます。
　このように、「きちんと統制のとれた細胞増殖は成長」であり、「統制
の失われた細胞増殖は癌」ということになるのです。同じ細胞分裂でも、
そのやり方をひとつ間違えると人間にとって最も重要な成長が、たちま
ち人間を破壊する癌に変わるのです。
　いずれにせよ、細菌感染などによる病気と違って、癌は自分の体の中
から生じたものであり、しかも生命の基本である細胞分裂に関わってい
るところが、この病気の治療を困難にしています。
　癌に罹らないためには綺麗な空気の下で規則正しく生活し、食物の好
き嫌いをせず、繊維性の食物や魚などを中心に幅広く食べること。また、
定期健診を受け、もし自分で異常に気付いたら直ちに病院へ駆けつける。
これで万全とはいきませんが、癌の悲劇を防ぐためにも私たちが最低や
るべきことです。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　⑬
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立花町白木

鎌田　孝子

街かど gallery

　　「八女伝統本玉露」に
　　国が品質のお墨付きと保護

～地理的表示制度（GI）～
　「八女伝統本玉露」の生産は、110 年以
上続く伝統技法（自然仕立て・天然のわら
を用いた「棚被覆」・手摘み）で行われて
おり、全国から高い評価を得ています。こ
の度、国が昨年創設した地理的表示制度に
よって、お茶では全国で最初に品質のお墨
付きと知的財産としての保護を受けること
になりました。
　 地 理 的 表 示（Geographical Indication）
制度とは、長年培われた生産方式や気候・
風土・土地などの産地特性により、高い品
質と評価を獲得するに至った産品を国が保
護するものです。店頭販売は、生産や袋詰
め等の履歴を確認したうえで、今年の一番
茶から行われます。すでに国連の世界知的
所有権機関でも同じような定義がなされて
おり、国際的な制度として活用が期待され
ています。
※国に登録された７つの農産品（平成 27 年 12 月 22 日）

「あおもりカンス」（青森県）、「但馬牛」（兵庫県）、「神戸ビ－フ」（同）、「夕
張メロン」（北海道）、「八女伝統本玉露」（福岡県）、「江戸崎かぼちゃ」（茨
城県）、「鹿児島の壺造り黒酢」（鹿児島県）。

福岡県農林総合試験場八女分場長　仁田原　寿一

第７回
八女茶で健康

GI マーク

八女伝統本玉露


